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［
愛
知
所
］
愛
知
県
の
ほ
ぼ
中
央
部
に
位
置
す

る
岡
崎
市
、
そ
の
市
街
地
か
ら
東
へ
約
二
十
六

㌔
㍍
、
本
宮
山
県
立
自
然
公
園
の
南
西
部
の
標

高
二
五
〇
㍍
〜
六
〇
〇
㍍
の
間
に
位
置
す
る
景

勝
地
が
闇
苅
渓
谷
で
す
。

　

岡
崎
市
内
の
中
心
を
流
れ
る
乙
川
の
支
流
、

男
川
の
源
流
部
を
な
し
て
お
り
、
一
帯
の
闇
苅

国
有
林
は
、
明
治
時
代
に
植
栽
さ
れ
た
ス
ギ
、

ヒ
ノ
キ
と
、
そ
の
中
に
点
在
す
る
カ
シ
、
カ
エ

デ
、
ク
ヌ
ギ
等
の
天
然
樹
木
が
優
れ
た
渓
谷
美

を
呈
し
、
流
れ
る
清
流
は
、
大
小
さ
ま
ざ
ま
な

瀬
と
渕
と
滝
を
つ
く
り
、
そ
の
変
化
に
富
む
岩

と
、
美
し
い
森
林
が
、
み
ご
と
に
調
和
し
自
然

美
を
つ
く
り
だ
し
て
い
ま
す
。

　

渓
谷
沿
い
に
は
バ
ン
ガ
ロ
ー
村
、
キ
ャ
ン
プ

場
、
コ
テ
ー
ジ
な
ど
自
然
と
親
し
め
る
環
境
が

整
備
さ
れ
て
お
り
、
野
外
生
活
が
体
験
で
き
る

ほ
か
、
マ
ス
つ
り
や
マ
ス
の
つ
か
み
捕
り
を
楽

し
む
こ
と
も
で
き
ま
す
。

　

春
は
鮮
や
か
な
新
緑
の
中
か
ら
野
鳥
の
さ
え

ず
り
が
聞
こ
え
、
夏
は
清
流
に
カ
ジ
カ
が
鳴

き
、
秋
は
カ
エ
デ
や
ク
ヌ
ギ
な
ど
が
渓
谷
を
赤

や
黄
色
に
染
め
、
冬
は
渓
谷
沿
い
に
ハ
イ
キ
ン

グ
コ
ー
ス
を
登
れ
ば
本
宮
山
（
標
高
七
八
九

㍍
）
の
山
頂
か
ら
は
南
ア
ル
プ
ス
連
峰
や
三
河

湾
が
一
望
で
き
る
な
ど
、
四
季
を
通
し
て
訪
れ

る
人
々
の
心
を
楽
し
ま
せ
て
く
れ
ま
す
。

　

年
間
一
〇
万
人
以
上
の
来
訪
者
の
多
く
は
、

名
古
屋
、
岐
阜
、
浜
松
方
面
の
方
が
多
く
、
都

市
住
民
の
保
健
休
養
の
場
と
し
て
利
用
さ
れ
て

い
ま
す
。

◆
ア
ク
セ
ス

　
〈
所
在
地
〉

　

愛
知
県
岡
崎
市
石
原
町
牧
原
日
影

○
車
で
お
越
し
の
場
合　
　

　

①
名
古
屋
方
面
か
ら

　
　

�

東
名
高
速
道
路
岡
崎
Ｉ
Ｃ
を
豊
橋
市
方
面

へ
降
り
国
道
１
号
を
東
へ
。

　
　

�「
本
宿
町
沢
渡
」
交
差
点
を
左
折
、
国
道

四
七
三
号
を
北
へ
。

　
　

�「
樫
山
町
月
秋
」
交
差
点
を
右
折
、
県
道

三
七
号
線
を
東
へ
。

　

②
豊
橋
・
浜
松
方
面
か
ら

　
　

 �

東
名
高
速
道
路
豊
川
Ｉ
Ｃ
を
新
城
市
方    

面
へ
降
り
国
道
一
五
一
号
を
北
へ
。

　
　

�「
杉
山
北
」
交
差
点
を
左
折
、
国
道

三
〇
一
号
を
西
へ
。

　
　

�「
和
田
」
交
差
点
を
左
折
、
県
道
五
二
七   

号
線
を
西
、
道
な
り
に
五
二
六
号
線
。

　
　

�

本
宮
山
ス
カ
イ
ラ
イ
ン
（
無
料
）
を
通
り

県
道
三
七
号
線
に
出
た
ら
左
折
。

○
公
共
交
通
機
関
を
ご
利
用
の
場
合

　

名
鉄
名
古
屋
本
線
「
本
宿
駅
」
下
車
。

　

名
鉄
バ
ス「
く
ら
が
り
渓
谷
」
行
き
。

紅葉の闇苅渓谷

闇苅渓谷の渓流


